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かIk--(3/8)J2pZ(ek一到/D)短い k一別 /D)+･･･ ･ .･
AE がR-S摂動によるエネルギ-の下 りであるO 我 々の場合にAelk はなか
ったo芳田氏 はAtk を省略されたがこれは正 しくないと思 うO 今Jpくく 1と
してJ2p2D>>? >>J4p4Dなる勝手な βをとり積分を2つにわけるo
fPニiP〔Ek-E.AE.(3/8)J2pZEfLOg沌 /Dり dek ～
-1
0
=loglβ/卜 E+AE+(3/8)J2p2Eio5g用 /D=i
ここで一讃+AEくEβ<壬く-Eを周いたQ
/?DI/PD(ek+Alk)-idEk= fPDtE葺1鴨 -log(D/♂)
これか ら
琵=AE+(3/8)J2pZEIogl且つ 卜 cDed/JIG
=AE+(3/8)J2p24BllogfAyD卜cDea/Jp
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これは芳田氏の始鼻より箪二項だけ高く,これはJpが小さけれはbindingJ､
ener鼻港打消してしま.,50しかしJ141ogJ2のような形の式は本来現われない
はずのものと思 う｡
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